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アルド派史書にみる起源伝承の変遷とその変近代ヴ 化理由

有田豐
珊/”ん‘RIZイ

史実に基づくヴァルド派の起源は， 12世紀末頃にピエール・ヴァルドPierre

Valdoと呼ばれるリヨンの裕福な商人が，聖書に忠実であることを第一とした

使徒的生活を勧める説教活動を行うようになったことにあるとされる． しか

し． ヴァルド派信徒たちは13世紀頃に「使徒の時代から純粋な信仰を保持して

きた」という独自の起源を湿った伝承を生み出し， 19世紀に至るまで連綿と語

り継いできた．彼らは起源伝承によってカトリック教会やプロテスタント諸派

との差異化を図ると同時に「自分たちはヴァルド派である」という集団意識を

形成し，保持してきているのであるく☆'>・

起源伝承の内容は，ヴァルド派史を通して常に一貫しているわけではないく☆2>、

中世期には「シルウェステル1世」および「使徒の後継者」という2つの起源伝

承が語られていたが， 1532年の宗教改革参加を機に前者は姿を消すく☆3>， 17世

紀初頭には史実に基づく歴史認識が一時的にみられるものの，後に「使徒の後

継者」に類する新たな起源伝承が出現し， その内容は19世紀に至るまでに3度

の変化を遂げている．

17世紀以降のヴァルド派の起源伝承は， なぜ3度も変化したのか． 中世の

拙槁「宗教改革以降のヴァルド派における集団意識一起源伝承によるその形成

と保持一｣未刊行学位論文(博士)，大阪市立大学， 第5866号， 2013年．

ヴァルド派史は，創設から宗教改革参加までの中世（1173-1532年)，宗教改革参

加からケットー解放までの近代（1532-1848年)， ゲットー解放から今日までの現

代（1848-2013年）という3つの段階に分けられる．本稿でも， 中枇近代，現代

という表現を用いる際には， この分類を適用する．

DELANGE,Albert., <<DieUrsprungsgeschichtcnderWaldenserindenCottischen

AlpenvorundnachderRefbrmation>>R物"'2γ城睡fz〃雄"r･‘/b妬eBe‘zu電""gで"w〃
死γγゆγ"α""",Stuttgart-BadCanStatt,2004,p､319. <<FiirdensilvestrischenMythos

scheintdieAntwortklar.Erverlor,obgleichernochamEndedesl5.Jahrhundertsra-

pideanTbrrainundscheintindenentscheidendenJahrenl555-1561bereitsvergessen
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起源伝承に関しては, Comba(1898:75-118),GonnetctMolndr(1974:401-

428),Biller(2001:191-206),DeLangc(2011:55-126)による先行研究があ

るものの，近代以降に関しては研究が進んでおらず，変化理由は解lﾘ』されてい

ない．ヴァルド派の集団意識が起源伝承によって保持されてきた点を鑑みれば，

伝承の用途は近代においても変わらないと考えられる． にもかかわらず， 内容

のみが変化しているのは， ヴァルド派信徒たちが置かれた状況に対応する伝承

が必要だったからではないだろうか． したがって伝承の変化理由の特定は，宗

教改革以降のヴァルド派が集団意識保持のために如何なる工夫を凝らしてきた

かを解明することに繋がるといえよう．

本稿では， 17世紀以降の近代ヴァルド派史書にみられるヴァルド派の起源伝

承の変遷を辿り， 内容が時代を追って変化していく理由の解明を目的とする．

| ｴ変遷,近代ｳ蒜ﾙﾄ派の起源伝＊
本章では，近代ヴァルド派における起源伝承の変化の流れを確認する． 17

世紀初頭のヴァルド派内部では「12世紀のピエール・ヴァルド」という史実に

基づく起源が認識されていたしかし， 17世紀半ばになると史実は伝承へと

姿を変え， 3度にわたる変化を遂げつつ19世紀半ばまで語り継がれていく．

1度目の変化（以下，変化①と記す）は， 1655年から1669年の間に起こる

｢ピエール・ヴァルド」から「ピエモンテの谷の住民」というものである．起源

が12世紀にあるという史実が否定され， 「ヴァルド派は使徒伝来の教理を保持

してきた谷の住民で， ピエール・ヴァルドはヴァルド派の教理を受容した人物

である」という伝承が生まれる．

2度目の変化（以下， 変化②と記す）は， 1669年から1691年の間に起こる

｢ピエモンテの谷の住民」から「聖パウロに教化された谷の住民」というもので

ある．谷の住民の伝承に対し, 「使徒の時代から純粋な教理を保持してきたヴァ

ルド派の信徒たちは， スペイン伝道の途中でピエモンテの谷に立ち寄ったパウ

ロから直接教化された人々である」という解釈が付与される．

3度、の変化（以下，変化③と記す）は， 1834年から1847年の間に起こる

｢聖パウロに教化された人々」から「12世紀以前」というものである．パウロに

基づく起源伝承の信畷性が薄れると同時に， 「ヴァルド派は1100年にl'|身の信
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仰や規律を表明し， その名を冠したのは12世紀以前である」と暖昧な起源が提

示される．

これら起源伝承の変化は，近代ヴァルド派史書を時系列的に分析することで

確認できる．以下，各時代の史書における起源伝承の内容を詳述していく．

| 】－1 ビｴｰﾙ･ウァルド
17世紀初頭のヴァルド派は， 自らの起源としてリヨンの商人ピエール・ヴァ

ルドの名を挙げている．具体的な記述は， 当時のヴァルド派を束ねる教会議長

ピエール・ジルPierreGillesの｢改革教会の教会史｣HMoi〃ど"伽""9てﾉβ血互ヅー

J"R我γ"e"(1644年）や，後任者アントワーヌ・レジエAntoineL6gerの｢真実

の記録jRe〃ﾉ｡〃《zノビγ"""(1655年）で確認できる．

リヨンで彼らの主たる牧者の一人であった上述のピエール・ヴァルドは，

ピエモンテのアルプスにやってきた一団に同行してきたく☆4>、

谷にやってきたヴァルド派は，そこで彼らの教理の影響を受け， それ以

上のことをなしえる人々と出会った． ヴァルド派が奉じる教理は，使徒の

時代より常にこれらの谷にあったのであるく☆5>、

他の至る場所で行われた虐殺を免れたヴァルド派の一味とアルビ派は，

これらの谷へと避難し，谷の住民が彼らと同じ信仰を有していることを知

り， 当地の信仰者たちの信仰心を聖なる熱意でもって真の教えのうちに強

くあらしめた． そして，信仰の根源がヴァルドに由来しないそのプロテス

タント集付l全体は， ボヘミア王ラデイスラウスLadislawsに宛てた手紙で

述べたことによると， 自らが告白した信仰心に基づき，真理をイエス・キ

リストから授かったのでヴァルド派ではなくキリスト教徒と呼ばれること

GILLES,Picrrc.,"i"o"どe""i""9℃ど"Eg/ij"R戒γ"e".,Ieande'Iburnes,Geneve,

1644,p.7."OrontientquelesusditPierreValdo,quiestoitAIjronvndeleursprinci-

pauxPastcurs,accompagnacestetroupevenanteverslesAlpesduPiedmont.>》

GILLES,妙雌p.8､<QLlelesViludoisvenus6sVal6esytrouuerentdesgenscapablesi

reccuoirles imprcssionsdelcurdoctrine,&encoresplus.QJeladoctrincembrass6epar

lesVaudoisauoittousiourscst6csditcsValeesd6slctcmpsdesApostres.>,
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を欲した．時には敵対者たちでさえも，彼らがヴァルド派と呼ぶこれらの

教会の古代性を公言しているのであるく☆6>、

ジルとレジェの史書におけるヴァルド派とは， ピエール・ヴァルドによって

ピエモンテの谷に連れてこられた人々のことを指すようだ．彼らが谷で出会っ

た住民たちは，使徒の時代から彼らと同じ教理を有していた．そのためヴァル

ド派の教理は，使徒の時代からピエモンテの谷にあったに等しいと考えられて

いる．谷の住民の存在に関しては検証の余地が残るものの， 当時のヴァルド派

において起源がピエール・ヴァルドにあると考えられていたことは間違いない．

これに代わる新たな起源伝承は1655年以降に出現する．

' ’-2ビｴﾓﾝﾃ谷の住民
1655年から1669年の|淵に起こる変化①により， ヴァルド派の間に「自分た

ちは使徒伝来の教理を保持してきたピエモンテ谷の住民であり， ピエール・

ヴァルドはその教理を受容した人物である」という起源伝承が生まれる．伝承

の内容は， アントヮーヌ・レジェの甥で当時の教会議長だったジャン・レジェ

JeanL6gcrの「ピエモンテの谷の福音教会の概説史｣HMD"ggg"ど"ん伽鞄"s“

EUα""/i9""伽ルル“〃〃"zo"r(1669年）で確認できる．

そのことは，著作『高名な人々』〃sHb加加α〃""だJの985ページにて谷

のヴァルド派がその名をリヨンのヴァルド陥肋から得たどころか， そも

そも全ては逆であり， ヴァルド派の教理を受け入れたことで彼がヴァルド

と名付けられたと確言する正当な理由を偉大かつ賢明なド・ベーズDe

Bezeに与えている． 「彼らはジャンまたの名をヴァルドというリヨンの一

LEGER,Antoine.,Rど""｡"むどγ"",Geneve,1655,p.6.<<Parcemoyenlavrayereligion

yestantconserueeensonenticr,ycontinuaenteUesortequequelquestempsapresune

partiedesVaudois8CAlbigeoiseschapezdesmassacresqu'onen6tendiuersautreslieux,

serefi,gicrcntesditcsVallees,sfachansqueleurshabitansestoientdeleurcreance,8C

fbrti6erenttantplusenlavrayreligionparleursaintzeleccs6delesoriginairesdeslieux;

&tousenscmblcprotestansquelasourcedeleurreligionnevenoitpasdeValdo,selon

qu'ilsledeclarcntenleurlettreescrireALadislawsRoydeBoheme,ncvouloyentpas

qu'onlcsappellast[sic]M,udois,maisChrestiens,c6meayansreceudelC.laverit6selon

pi6t6,dontilsf,isoientprofbssion・LesAduersairesmesmesparfbisconfEssentl'antiquit6
decesEglises,qu'ilsf,ppcllentsectedesVaudois)》
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商人を長とした， などと考える幾人かの人たちは思い違いをしており，逆

にジャンの方が最初にヴァルド派の中にいた1人であることから， このよ

うな異名を付けられているのだ」と彼は言う．実際それこそが，彼自身に

ウァルデンシス賄雌"＄なという異名をつけた人々が言わんとする事柄であ

る． ヴァルド派がどこからその名を負っているのか， さらに彼自身はどこ

からヴァルドもしくはウァルデンシスと名付けられたのかを目下知ろうと

するなら， 私はそれについて上のド・ベーズ氏の回答を挙げよう， 「ヴァ

ルド， ウァルデンシス，他のヴァルド派信者たち， これら全てが最初にそ

う命名されたのは谷賄/腕『にちなんでのことである」とくA">、

谷の福音教会の真の継承を確実に証明し，谷の教会が正真正銘の使徒伝

来のものであることをあらゆる人に示すには，次のようにすれば十分であ

る．堕落した行為からローマ教会を立ち直らせようと無駄に骨を折った限

りにおいて谷の教会たちはローマ教会がもはや救い難い様相になったこと

を知り， ローマ教会とはっきり快を分かったのだ．迷信深く，かつ偶像崇

拝的になったローマの集団に同じ形で与せず，結果としてローマの悪弊に

ついて正される必要は全くなかったのである．谷の教会たちは自らが受け

継いだものを断ち切らず，それどころかローマ教会が失った真の占代性の

うちに， その由緒を認めたのだろうく☆8>、

LEGER,Jea''.,〃耐｡"でg‘"9,〃ん”且g",“Eむα"gど"9"βJ”腋此""PM"o"',ChezJean

leCarpenticI>Layde,1669,pp.16-17."Cequiadonn6justes!ﾘetaugrand&judicieux

虚Beze,denousassurerdanssonLivre"J〃ひ〃"2画I""J""pa9.985.quebienloinque

lcsVaudoisdesVi,U6eseussentprisleurnomde〃〃bdeLyon,qucluytoutaucontraire

apremierementetenomm6腋〃b,parcequ'ilavoitrecculaDoctrinedesVaudois;voicy

sesmots,Q"2/F""-""so"r〃"彫9"油α”た"re"'0"r“ず""M"γ‘""‘/姓L)ﾉo〃〃,"z"′

ﾉ"",むs"γ-"o""'さ〃/"b,e〃ダ"9)ﾉ油s"“どれ内‘z1g〃ダ""〃”"j”"どCe〃〃α〃をα/"J”"γ‐

"0加加"""9"'"〃o"‘な're”ど芯g""2〃J〃"ぬな.EtdeflitcbstcequbntentenduCeux

qui lbntsur-nomm61uym6me販此左""J.QL,esimaintenantonveutsfavoirdbt,ces

Vaudoisavoientdonctir61eurnom,8Cdbt'luym6meilavoit6t6nomme〃んわ,ou"/g

姓"血;JelesrenvoyerayalareponceduSus-ditMonsicurdeBeze,aum6meendroit,ot,

ilditque腋"bou腋ﾙ左"",&lesautres脇""if,0"〃o“〃だん"7."""jeγβ姓"o"""α"〃
虚J腋雌Ef沙

〆

LEGER〃城,pp.131-132."IIsu伍tdonc,pourprouverincontestablementlavrayesuc-

cessiondesEglisesEuangeliquesdesVall6es,&fairevoiritoutlemonde,qu'ellessont

veritablcmentApostoliques,qu'nconsteevidemmentqu'AmesurequelaRomaines'est

corrumpuepcudpeu,8cqueplusieursautresEliglises&Pasteurs,ontenvaintachede

☆7
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ヴァルド派は過去にローマ教会と離別して使徒伝来の真の信仰を保持してき

た福音教会であり， ピエール・ヴァルドはヴァルド派の教理を受容したことか

らヴァルドもしくはウァルデンシスという異名をつけられたという． ヴァルド

派はピエール・ヴァルドに先行する存在と位置づけられていることから，起源

がピエール・ヴァルドにあるという認識が消え，谷の住民がヴァルド派そのも

のに取って代わられていることがわかる． この起源伝承には，後に使徒パウロ

の名が加わっていくのである．

' ’-3聖パｳﾛに教化された谷の住民
1669年から1691年の間に起こる変化②により，起源伝承に「使徒の時代か

ら純粋な教理を保持してきたヴァルド派の信徒たちは， スペイン伝道の途中で

ピエモンテの谷に立ち寄った聖パウロから直接教化された人々」という解釈が

加わる．具体的な記述は，教会議長ピエール・ボワイエPierreBoVerの「ヴァ

ルド派史概説M〃呼旋/'ﾙ"｡"‘伽陥""な(1691年）や，谷の教区牧師ジャッ

ク・プレJacquesBrezの「ヴァルド派あるいはピエモンテ西側の谷の住民の歴

史｣HMo"ど小脇"んな,り"伽加"”"sZ"$zﾉα"注,｡"枕"”伽血Pi"o"r(1796年）で

確認できる．

ヴァルド派あるいはピエモンテの谷の住民は，使徒たちあるいはその直接

の後継者となった人の助けによって使徒の時代に福音の教理を授かったく☆9>，

聖パウロがイスパニア伝道を行ったこともまた真実だとすれば，彼はそ

の計画を立て， ローマを通るだろうと自ら口にしているのでく☆'0>， ローマ

laramcncrdcscs6garement;ceUesdcsVall6es,voyantqu'cllescrendoitincorrigible,s'en

soicntouvertementseparees,n'estansparcemoyenjamaisentr6esdanslaCommunion

deRomedevenuesuperstiticuseouidolatre,&n'ayansparconsequantjamaiseubcsoin

d'estrerefbrm6esdesesabus.Aussiseseparansdelasortedel'EgliseRomainc,cllcsne

devenoientpasdcsEglisesnouvclles,moinsinterrompoientellesleursuccession,maisel-

leSperseveroientdanslavrayeantiquitedelaquellelaRomaincsedepartoit.>>

BOYER,Pierre.,"6,"庇〃"｡/〃“脆"dbiI,ChezMcindertUitwerfLaHayc,1691,

p.6､<LesVt,udoisouleshabitansdesVt'll6esdePiemont, receurentlaDoctrinede

l'EvangiledanslesieclcdesAp6tres,ouParleurminist(jre,ouparlcminist6rcdcceux

quileursucccederentimmediatcment.
ローマの信徒への手紙（第15章24-28節）

☆9
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からイスパニアヘの道程上のピエモンテを通る陸路で旅をしたのかどうか

を疑う余地は少しもない． もし彼が海路をとったのなら， コリントスから

イスパニアヘ向かうためにイタリアを通って行く必要はなかったのだ． イ

スパニアヘ行くことを欲する旨を手紙に記した際彼はコリントスにいた．

彼がピエモンテを通ったのなら，察するところ彼は訪れる全ての場所で説

教を行っていたので， 当地で説教をしたことは確実である． ピエモンテの

谷が福音との出会いによって啓蒙されて以来， その地の住民たちは教理や

人的慣習が一切混じることなしに， キリスト教の信仰の純粋性を保ち続け

たのであるく☆'1>、

さらに理解の進んだ幾人かの人々は， ヴァルド派が使徒パウロ自身から福

音を授かったことを主張している． この意見には,全く確かな根拠がある．

ローマの信徒への手紙の第15章24-28節で読むことができるのだく☆12>，

ボワイエの史書では， ローマの信徒への手紙（第15章24-28節）に書かれた

｢ローマを経由してイスパニアヘ伝道旅行に向かう」というパウロの言葉を根

拠として， ヴァルド派はイスパニアヘの道中にピエモンテの谷に立ち寄ったパ

ウロから直接福音の教理を授かった人々であり，以後キリスト教の信仰の純粋

性を保持しつづけたとされている．ブレの史書にも同種の記述がみられるため，

1796年まではヴァルド派内部でパウロ起源説が信じられていたと考えられる．

しかし， 後年の教会議長ピエール．ベールPierreBertの『一族の書』Lど〃むだ

BOYER,妙秘,pp.8-9. <<S'ilestvraiencore,queSt.PaulaitfilitleVoyaged'Espagne,

commeilditqu'ilenavoitfbrm61edessein,&qu'ilpasseroitparRome,iln'yapointde

doutes'ilafhitlevoyageparterre,qu'ilPassaparlePiemont,qui6toitsursonchemin

deRomeenEspagne.Ets'ill'afaitparmer, iln'6toitpasnecessairepourallerdeCo-

rintheenEspagnequ'npassat[sic]parl'Italie.OriletoitiCorinthe,lorsqu'il6crivoit

qu'ilvouloitallerenEspagne.S'ilapasseparlePiemont,commeilyaapparence,ilest

seurqu'ilyaprech6,puisqu'ilprechoitPartoutot,nserencontroit.DepuisquelesVal-

leesdePiemontont6t66claireesdelaconnoissancedel'Evangile,leshabitansdecePaIs

ontconservelapuretedelaReligionChr6tienne,sansaucunm61angedeDoctrinesnide
TYaditionshumaines・沙

BREZ,Jacques.,HI"o"ど”脇""jJ,0"必加"""s”Uα"淀‘｡"雄"〃んJ"Pig"z""r.,

ChezLeclerc,Paris,1796,pp.43-44. <<QL'elquespersonnesallantencoreplusloin,preten-

dentquelesVaudoisontreful'6vangiledel'aP6trePAULlui-m6me;etcetteopinionn'est

pasdestimeedetoutfbndement.Onlitauchap.XV:vh24-28,del'6pitreauxromains:>,

☆11

☆12
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姓"”此(1830年）では，パウロによる教化が｢証拠のない伝承」と述べられて

いる．

1．質問

回答

ヴァルド派教会の起源とはどのようなものですか．

私たちの回答は，すでに私たちの祖先の方々がはるか数世紀前

になさったもの，すなわち谷の住民たちが太古の昔から福音的

信仰を唱えていたということですぐ☆'3>、

2． 質問

回答

上記について， より正確に言えることはありませんか．

それに関して証拠のない伝承が信じられるかぎり，私たちの祖先

は，聖ヤコブや聖パウロのような幾人かの使徒自身がイエス・キ

リストの教理をここに持ち込んだことは確かであると考えたので

すから，私たちの信仰の年代は使徒の時代にまで遡りますく☆'4>，

ベールは起源伝承を根拠に「ヴァルド派の起源は使徒の時代にまで遡り， ヤ

コブとパウロのような使徒によって谷に福音がもたらされた」と述べているが，

あくまで「証拠のない伝承が信じられるかぎり」という条件下においてである．

そのため1830年当II寺のヴァルド派内部には起源におけるパウロの関与を疑問

視する見解が現れていることがわかる．以後，パウロに基づく伝承の信想性は

次第に薄れていき，起源を示す時代の認識も暖昧になっていく．

’ 1－4． 12世紀以前

1834年から1847年の間に起こる変化③により，パウロ起源説が語られなく

なると同時に「ヴァルド派は1100年に自身の信仰や規律を表明し， さらにそ

BERT;Pierre.,Le//Eﾉγど姓允","た,ChezJ.Barbezat,Geneve,1830,p.13. <<1.D.QL,ellcest
〆

l'originedcsEglisesVi,udoiscs?R.NotrereponseestceUequefaisoicntd"nosancetres,

ilyabiendessiecles;savoir,que,detempsimm6morial,leshabitansdenosvalleespro-

fEssoientlaReligionEvang61ique.>>

BERrl;妙掘,pp.13-14."2.,.N'avcz-vousrienAdiredepluspr6cisla-dessus？R,Autant

qu'onenpeutcroireunetraditionquin'aPasdepreuves, ladatedenotreFbiremonte

jusqu'auxtempsapostoliques,puisqucnosperestenoientpourccrtainqucquclques

Ap6treseux-memes,telsquesaintJacqucsctsaintPaul,avaicntapporteiciladoctrinede

Jesus-Christ."

☆13

☆14
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の名を冠したのは12世紀以前」という認識が生まれる．具体的な記述は，谷の

教区牧師アレクシ・ ミュストンAlexisMustonの「ピエモンテ谷のヴァルド派

の歴史｣研J""ど伽賄"伽亦伽脇""J"Pi"o"'(1834年）や, |可アントワーヌ・

モナスティエAntoineMonastierの『ヴァルド派教会の歴史｣肋""e"/'Eg"

”""/Je(1847年）で確認できる．

長い間にわたって熟し，練られた我々の考えによれば， こんにちヴァル

ド派と呼ばれる人々が二つの国をわけるアルプスの谷々へと赴き， その谷

から自分たちの名をとった， あるいはその谷に自分たちの名を与えたとい

うことは，彼らに対する追跡のさなかのことである．幾人もの人々が主張

するように， たとえこの使徒（聖パウロ）がその地に立ち寄らなかったと

しても， たとえその状況が迫害された者たちにとって同門の衆にかこまれ

つつその地に隠れ家をもとめることの理由になっていたとしても，聖パウ

ロあるいは別の牧師の門人であるキリスト教徒たちが既にその谷々に住ん

でいたということは，やはりありうることなのだく☆'5>、

ヴァルド派の人々は， それがまだ純粋で新たにキリスト教化されたころ

にイタリア南部から彼らの山々にもたらされた教理， あるいは彼らの国に

立ち寄った初期のキリスト教伝道師たちから授けられた教理を守ってき

た．書簡において語っているスペインへの旅を行ったことが事実なら， お

そらくその教理は聖パウロ自身から授けられたものである（英国誌1828

年3月号)<☆16>、

MUSTON,Alcxis.,HZW"efた『脇"”灯旋J‘zﾉαl姓f”P/""o",ChezG.FLevrault,Paris,

1834,pp.96-97. <<C'estpendantlesPoursuitescontrceuxque,selonnotreopinionlong-

tempsmdrieetm6ditee,ccuxquel'onappelleaLiourd'huiViludois,seseraientrcndus

danslesvall6esdesAlpesquis6parentcesdeuxpays,etenauraientpris,ouleurauraient

donn6,leurnom､Ilestmemepossiblequ'cUcscontinssentd"deschretiens,disciplesde

S.Paul,oud'unautrepasteur,sicetap6tren'yapointpass6,commeplusieurslepreten-

dent,etquecettecirconstanceaitet6uneraisondepluspourlespers6cutes,d'ychercher
unasileaumUieudeleursfiferes."(聖パウロ）は筆者による補記．

MUSTON,i勿臥,pp.338-339､(LesVaudoisontconserveladoctrinequ'ilsavaientappor-

t6edansleursmontagnesdumididel'Italie,lorsqu'clle6taitencorepurectnouveUement

chretienne,ouqu'ilsavaientrefuedespremiersmissionnaireschr6tiens,quipasserentdans

leurpays;pcut-6tredesaintPaullui-meme,s'ilestvraiqu'naiteffbcm61evoyageenEs-

pagne,dontilparledanssesepitres."(Note90,Re!u"eB""""""e,num6rodeMarsl828)

☆15

☆16
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聖パウロとヴァルド派の関係について， ミュストンは「幾人もの人々が主張

するように， たとえこの使徒(聖パウロ）がその地に立ち寄らなかったとして

も」と，聖パウロは谷を訪れていないという主張が少なからず存在することを

述べている． 『使徒言行録』には，聖パウロが合計3度の伝道旅行を実施した

ことが記されているが，彼は3度目の伝道の際にローマで処刑されており， ス

ペインを訪れたという記述は見られない．文中で引用されている1828年発行

の『英国誌jRe‘zﾉ"どル”""ﾉ"どの記事にも「書簡において語っているスペインへ

の旅を行ったことが事実なら，おそらくその教理は聖パウロ自身から授けられ

た」とあるため， 当時，聖パウロのスペイン伝道説は疑わしいとして評価され

ていた可能性がある． それを知っていたミュストンにとって，聖パウロがピエ

モンテを通ったと断言することは憧られる行為だったのだろう． これは「聖パ

ウロあるいは別の牧師の門人であるキリスト教徒たち」というように， ヴァル

ド派（キリスト教徒たち）を聖パウロの門人と断言していないことからも明ら

かである． ゆえに，ベールやミュストンの時代には，伝承の上に構築された起

源伝承の信想性は薄くなっていたものと考えられる．

続くモナスティエの史書ではパウロに関する言及がなくなり， ヴァルド派の

起源に関して「12世紀以前」という暖昧な時期が挙げられている．

我々はカトリックの文筆家によって12世紀の異端的傾向を持つキリス

ト教徒に与えられたヴァルド派の名称がヴァルドの名から発生したもので

は全くないことを証明したと信じている． むしろリヨンの市民かつ商人で

あるピエールは，彼の活動がヴァルド派の活動と類似していること， また

おそらく彼はヴァルド派に加入しており，部分的に彼らから教えを受けた

ことで， ヴァルドと呼ばれたものと思われる．不可能でも， ありえないこ

とでもない推測だが， これ以上の詳説はしないでおくく☆'7>，

☆17 MONASTIER,Antoinc,HIF""e"/Zg//'e#[ﾉ""""ChezGeorgesBridel,Lausanne,

1847,pp.82-83. <<NouscroyonsdoncavoirPreuv6quelenomdeVaudois,donn6parles

6crivainscatholiquesauxchretienspretendusher6tiquesdu)qlesiecle,ned6rivepoint

dunomdeValdo.NouscroyonsPlut6t,quePierre,CitoyenetmarchanddeLyon,a6t6

appel6Valdo,Acausedelaressemblancedeson"uvreaveccelledesVaudois,etpeut-6tre

aussi,parcequ'illeuraurait6tea缶li6,etaurait6t6instruitenpartiepareux;corjecture

quin'estniimpossible,niimprobable,maisquenousnedevelopponspasdavantagc.>>
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『崇高なる読荊』LaM肋“｡"によってヴァルド派の名に付与された起源

は，事実によって証明されているかに見える．小さくも忠実な教会が， い

つの時代にこのような不当で醜悪な名称を受けたのかを知るのは興味深

く，おそらく重要なことだろうが， この点に関しては情報が不足している．

我々が知るのは， ただそれが12世紀以前ということだ． というのも『崇高

なる読荊」においてその名が言及されているからであり， この書物は1100

年に記されたと筆者自身の手で示されているからであるく☆'8>、

モナスティエの史書におけるピエール・ヴァルドは， ヴァルド派から影響を

受けたためにヴァルドと呼ばれるようになったとされ， ヴァルド派の創設者と

はみなされていない． そして中世のヴァルド派文書の1つ『崇高なる読調」の記

述を根拠に， ヴァルド派は1100年には既に存在していたとし，起源は12世紀

以前にあると述べられている程度である． このことから19世紀半ばのヴァル

ド派内部では， 自らの起源がある時代の認識が暖昧になっているといえよう．

17世紀から19世紀の問に編纂された史書を分析した結果， ヴァルド派の起

源伝承は3度の変化を遂げていることが確認できた． これを踏まえ，次章では

起源伝承が変化した具体的理由を考察する．

’ 2．考察：起源伝承の変化理山
ヴァルド派の起源伝承は，近代を通してなぜ3度も変化したのか．上で挙げ

た史書の数々には起源伝承の変化に関する言及がなく，現在の史料状況では決

定的な理由を述べることはできない． しかし， ヴァルド派を取り巻く各時代の

状況から「カトリック勢力による迫害」と「起源伝承の実証的否定」が直接的な

原因になったのではないかと推察できる．

MONASTIER, i〃弘,p.86."Iﾉorigineattribu6eaunomdeVaudoisparlaNobleLepon

nousparaitdoncjusti66cparlesfhits.Ilseraitint6ressantetpr6cieux, sansdoute,de

savoirdquelle6poquelapetiteEglisefideleare9uunnomaussi iniusteetaussiodieux;

maisnousmanquonsdedonneessurcepoint.Tbutcequenoussavons,c'estqu'ilest

ant6rieurauXII siecle,6tantdEjimentionn6danslaNobleLefon,6critel'anllOO,

comme1'indiquel'auteurlui-meme.>,

☆18
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' 2－' ｶﾄﾘｯｸ勢力による迫害
変化①と変化②の理由としては「カトリック勢力による迫害を蒙ったから」

という可能性が挙げられる． なぜなら，変化①が発生した1655年から1669年

の間と変化②が発生した1669年から1691年の間には， それぞれピエモンテの

イースター（1655年）およびヴァルド派掃討作戦（1686年）というカトリック

勢力によるヴァルド派信徒の虐殺事件が発生しており， 各事件を境に起源伝承

の内容が変化していることが史書の記述から明確に判別できるからである．

これら2度の変化から言えるのは， ヴァルド派の指導者牌が伝承によって使

徒の時代にまで遡る起源を平信徒たちに認識させ， ヴァルド派としての集団意

識を表面化させることで,信徒間の結束力を強めようとしたということである．

中世のヴァルド派の指導者層は，迫害を加えてくるカトリック教会から自らの

信仰と立場を守るために独自の起源伝承を生み出し，集'ずl意識を保持しようと

努めていた．彼らの起源伝承は時代を問わず「集団意識を保持する」という点

で用途が|可じであり，存亡に関わる危機的状況で生み出された護教のための言

説といえよう． したがって，変化①と変化②の際も同様に集団意識がヴァルド

派内部で保持され，結束力の強化が行われていたと考えられる．

続く変化③は，伝承の内容が発展していく変化①や変化②とは対称的に，伝

承の信懸性が低下していくという性質を帯びている．変化理｢'1も「起源伝承自

体が否定される」という直接的なものであるため，前者2つとは異なる視点か

らの考察が必要と思われる．

' 2-2起源伝承の実証的否定
変化③の理由としては「カトリック教会側の研究によってヴァルド派の起源

伝承が実証的に否定されたから」という可能性が挙げられる． なぜなら，変化

③が発生した1834年から1847年の問にはカトリックの聖職者アンドレ・シャ

ルヴァAndr6CharVazによる「ヴァルド派の真の起源に関する歴史的研究』Re－

‘627M""s"が9"ど“"γ"IU命"α肋0噸"e伽肋"伽灯(1836年）が発表されており，

この前後に記されたヴァルド派史書の記述からは起源伝承の変化が明確に読み

取れるからである．

変化③から言えるのは「ヴァルド派内部における聖パウロ起源説への疑問が

決定的になった」ということである． シャルヴァは中肚のカトリック教会文壽

にみられるヴァルド派関連の様々な記述を精査し，彼らの真の起源が12世紀
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末にあることの証明を試みている．それによるとヴァルド派信徒たちは， 自ら

の起源が12世紀にあることを認めず， ピエール・ヴァルドが創設者とならな

いようにトリノ司教クロード，聖シルウェステル，聖パウロなど，起源のある

時代を意図的に定めているという．

彼ら(Vaudois)は我々に漠然と語るに留まっている， 出現時期を正確に

示すことができないほど， それ(lasectc)はあまりにも古い宗派であると

いうこと，またそれは少なくとも9世紀初頭の人物であるトリノ司教クロー

ド， コンスタンティヌス帝と同時代の人物である聖シルウェストル， ヴァ

ルド派が門人と自称する聖パウロにまで確実な方法によって遡るというこ

とを． ようするに彼らは， その起源が12世紀ではなく，彼らの最も古い

歴史家たちが自分たちの宗派の創設者としてきたリヨンの誠実な商人ピ

エール・ヴァルドを，彼らの長や創設者とせずにいさえすれば，最も信頼

にたる過去の文筆家たちの証言を無視，否定しつつ。 自らの起源を望みど

おりの時期に位置付けるのであろうく☆'9>、

この主張の根拠としては， ヴァルド派創設期の同時代人たちが害いた複数

の文書が提示されている． たとえば12世紀末のフォンコード修道院長ベル

ナール・ ド・フォンコードBernarddeFontcaudeは『ヴァルド派反駁論ル〃zﾉ灯“

〃肋"s加加，‘”"の中で「ルキウス教皇の在位期間以前には知られていない新

種の異端ヴァルド派が，彼らを断罪したルキウスという名の教皇のもとで初

めて出現した」と述べく湾20>， 同時代のシトー会士アラン・ ド・ リールAlainde

CHARVAZ,Andre.,Reめどγじ6画6雄｡γ""ど”"γ此r妙"”雄,γ轡"ど”脇"〃な,1836,PP.31-

32. <<IIssebornentalorSdnouSdirevaguementqu'elleestd'unetellcanciennetequ'il

seraitimpossibled'indiqueraujusteletempsot,elleaparu;qu'elleremonte,dumoins,

d'unemani6reincontestable,jusqu'AClaude,6v6quedern,rin,quivivaitaucommence-

mentdulXsiecle,oujusqu'asaintSylvestre,contemporaindel'empereurConstantin,

oumemejusqu'asaintPauldontilssediscntlesdisciplcs.Enunmot,dedaignantou

d6mentantlct6moignagedesanciens6crivainslesplusdignesdefbi, ilsplacerontleur

originepartoutotl l'onvoudra,PourvuqueceneSoitpasdans ledouziemeSiecle,et

qu'onncleurdonnepaspourchefetPourfbndateurl'honn6temarchandlyonnais,Pierre

Valdo,queleursplusancienshistoricnsavaientneanmoinsto,joursdesign6commclc
veritablcautcurdclcursecte."(Vi,udois)(lasectc)は筆者による袖記．

CHARVAZ,"",pp.36-37､<Ccrecitd'untemoincontcmporain,dontlapr6cisionne

laisserienid6sirer,6tablitmanifbstcmentquelcsVaudoisnouvef,uxh6r6tiqucs,inconnus

☆19

☆20
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Lilleは『カトリック信仰についてjDe例旋QMo〃αの中で「ヴァルド派の創

設者はピエール・ヴァルドで， その名称はヴァルドに由来する」と述べてい

るく☆2'>・ シャルヴァは過去の文献における記述を掘り返すことで， ヴァルド派

の起源のある時代を実証的に解き明かそうとしているのであるく☆22>，

加えて彼は『崇商なる読調』の成立年代を疑問視している． その成立年代は

ヴァルド派の歴史家たちの間で「1100年」と考えられてきた． なぜなら，本文

中に「1100年」と明示された部分があるからであるく☆23>，

我々が最後の時に臨む時期が記されて以来，

まるまる1100年が経ってしまったく☆24>，

彼の分析によると，筆記に用いられた言語（プロヴァンス語leprovenfal)の

状態や文字の書式から『崇高なる読調』は13世紀に成立したものであり， ピ

avantleponti6catdeLucius,parurentpourlapremierefbissousunpapedecenomqui

lescondamna.CepapenepeutetrequeLuci,,slll,quiagouvem61'Egliscdepuisll81

jusqu'ill85,souslequelnest,pourlaprcmi6rcfbis,questiondesVaudoisdansl'histoire,

etquiprononpi,eifbctivementleurcondamnationauConciledeVErone,tenuenll84.>>
ここでいうルキウス教皇とは， ルキウス311t(在位1181-1185年）を指している．

CHARVAZ〃砿,p.40. <<Alain6critcontrclesﾙ"""""火""""J,qu'ildit6tredes

ﾙ""""""o"!u""",ctauxquelsildonnelenomde"""".IIsignalclesdchorshypocri-

tesal'aidedesquelslscherchaientienimposcrauxfidelesquinelesconnaissaientpas

encoresu缶sammcnt.IInommeValdopourr"etpourjb""""rdccettenouveuejaだ．

Celapos6, l'6poqucdel'apparitiondesVaudoissetrouveclairementd6termin6c,puisque

personne,m6mcparmicesderniers,necontcstequeValdon'aitv6cudans lascconde
moiti6duXIIcsi6cle.”

CHARVAZ,/"仏,pp､40-43.BemardやAlainと同様の主張は↑ I｢1時期の論争家Ebrard
deB6thuneの「反異端の書」〃62γα""加〔,γ"（や， シトー会土PierrcdcsVaux-de‐

Cernayの「アルビジョワ派史』〃"o""""gc""'にも記されている．

CfBERmqP.c".,pp.19-20. <<Ilcxistedans IcsBibliothequespubliqucsdcGcnevect

deCambridge,deuxpr6cieuxmanuscritsdel'anllOO, intitul6s : /ZINo6/〃〃fo〃；” ；

MUSTON,qP.r".,p.136."J'arriveilaNOBLALEYeON,quiestlapiecefbndamen-

talcdcmonargument. […]lenomdeVaudoissetrouvedanscepoemedat6dcllOO,et

cettedaten'estpointenchiffifes,mais6critcdi,nsletexteavecpr(jcision;>>

CHARVAZ,".c".,p.255､<IJauteurdelaNo6〃Lどfo"prechelessiensd'aprescepr6-

jug6, lorsqu'ildit : <<Ilyabienmillecenttout-i-fait6coule,depuisqu'ilcst6critque

noustouchonsauxdernierstemps."Benhamilcccntanczcomplientierament,QL,efb

scriptaloracarseualdernicrtemp.>>Charvazはジュネーヴ写本(Mss・Gen6vc,Ge.207.

V:134b,"""6mL郡o"）から引用している．

☆21

☆22

☆23

☆24
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エール・ヴァルド出現以降の作品であるというく壷25>・ にもかかわらず，後年の

モナステイエの史書では『崇高なる読荊』が「1100年」に記されていることを

理由にヴァルド派の起源は12世紀以前にあると述べられている．パウロ起源

説の信想性が薄れる一方， なぜ『崇高なる読荊』の成立年代は1100年と信じら

れ続けているのか疑問が残るとはいえ， シャルヴァの分析を考盧すれば， ヴァ

ルド派の起源は12世紀以前にあるというモナスティエの主張は必ずしも正し

いとは限らないのである．

|結”
以上により本稿は， 17世紀以降のヴアルド派の起源伝承における3度の変化

のうち，変化①と変化②の理由を「カトリック勢力による迫害を蒙ったから｣，

変化③の理由を「カトリック教会側の研究によってヴァルド派の起源伝承が実

証的に否定されたから」と考えるのが妥当と結論づける．

本稿ではモナスティエ以降の時代において「ヴァルド派内部の起源に関する

認識はどうなるのか」と「『崇高なる読訓」の成立年代の信葱性がなぜ維持され

るのか」という2つの課題が残った．今後は19世紀以降のヴァルド派が自らの

起源をどのように認識していくのかその過程を辿ると同時に，彼らの間で「崇高

なる読荊』がいかなる文書として位置づけられていくのかを検討していきたい．

（大阪市立大学非常勤講師）

CHARVAZ,妙払pp.253-254､<Si l'onrapportaitaujugementdephilologuesctde

pal6ographesdistingu6squiontexaminecedocument,etdontl'autorit6estd'ungrand

poidssurcettequeStion,onseraitendroitdecroirequelaNobleLefonestunouvrage

duXIII siecle,ontoutauplusduXIIc,sansqu'ilpuisseetrequestionderecevoirla

datequis'ytrouvepourceUedel'ouvragelui-meme.Iﾉ6tatdelalanguedanslaqueUece

poemeest6crit,etlescaracteresm6mesdel'6critured6poseraient,seloneux,enfaveurde

cette6poqueetrendraientlabeUepieccpost6rieureil'apparitiondeValdo.>>

☆25
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